
 

第 39 回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会③】 
 

日時：2024年 1月 10日（水） 

部会②・部会③  

10:00～12:00（予定） 

場所：JR東日本現地会議室 
 

次 第 

 

【部会③】 

(１) 開会 

 

(２) 試掘調査の結果について                  【資料1】 

 

(３) その他                            

 

(４) 閉会 

 
 
 
※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 
一部表現を修正しています。その他、写真・図について一部訂正や出典等の加筆・修正をして 
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



★

★

★

到達立坑部(No.10・11)

薩摩台場内ボーリング (No.1）

薩摩台場外ボーリング（No.2）

★
★

★
★

高輪築堤跡（港区遺跡No.208）

試掘調査位置について 【資料1-1】

雑魚場架道橋

赤＝内務省地理局「東京実測図」（明治20年）
黒＝港区環境・街づくり支援部都市施設管理課「港区管内道路図」（平成18年）

試掘調査一覧 
調査地点 調査の目的 調査方法 実施状況 

到達立坑部分 2 箇所
 

・築堤の遺存状態の確認 
・薩摩台場と築堤の関係性の確認 

ライナープレート(内径 1100 ㎜) 
Ｔ.Ｐ-2.0ｍまで調査予定 

2023/10/20～ 
2023/12/4

雑魚場架道橋 
  

写真測量 
(測量成果を参考に、試掘調査を検討する) 

2023/11・12 写真測量実
施、図化作業中 

薩摩台場の内外  
 

薩摩台場・築堤が想定される部分と、その外
との土層堆積状態の比較資料を得るため 

ボーリング調査（Φ116 ㎜） 2023/11/27・28 　  

薩摩台場  薩摩台場の位置・範囲と遺存度の確認 トレンチまたはライナープレートによる調査 未着手 
具体的な調査位置を調整中 

 

資料1-2参照

資料1-4参照

資料1-3参照

（No.10・11）

現状の雑魚場架道橋と事業計画との
支障関係の確認

（現地）

（No.1・2）

北東部

調査状況（南から） 試掘坑No.10調査状況（北から）



試掘坑配置図（1/800）
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築堤調査№11の木について
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ライナープレート10段目（GL-4.6m付近）で出現
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No.10・11ともに土層堆積及び遺物の検出状況はほぼ同様である。

薩摩台場築造に伴う埋立土
橙色実線で示した範囲が薩摩台場築造に伴う埋立土とみられる。埋立土は概ね水平に堆積している。
橙色破線より上層はロームブロック・粘土ブロックを含む褐色土、暗褐色土からなり、18世紀中頃～後半の遺物を確認。
橙色破線より下層は粘土や砂質土をより多く含む暗褐色土主体になり、多量の貝片・木片とともに18世紀中頃～後半の遺物を確認。
No.10の第21・22層は貝片・木片・遺物も混入しない粘土層だが、明確に自然堆積層とは断定できない。

遺構：No.11の9段目（TP-1.8m付近）で立方体または直方体とみられる木材（加工木①・②）を2点と角材（加工木③）を検出。
　　　全容は不明だが、形状が類似する加工木①・②が同一標高でほぼ水平に検出された状況から、人為的な構造物の可能性が高い。
　　　No.10・11の8段目でも木③と同様の角杭が検出されており、関連性が考えられる。
　　　その他の遺構は検出されなかった。

遺物：総数227点。ライナープレート1段ごとに一括して取り上げた。一部、壁面で確認できた遺物は層位ごとに取り上げた。
　　　1、2段目（薩摩台場築造以降の盛土）から19世紀後半頃の遺物数点出土（写真1）　　　　
　　　4～6段目、8・9段目（薩摩台場に伴う埋立土）で18世紀中頃～後半の遺物が比較的まとまって出土（写真2・3）

写真1　試掘坑No.11　2段目出土遺物

写真2　試掘坑No.10　9段目出土遺物 写真3　試掘坑No.11　8段目出土遺物

【資料1-2】到達立坑部試掘について
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【凡例】

１：黒褐色粘質土（泥土）

２：黒褐色砂礫層（貝片が混じる）

３：オリーブ色シルト層（自然堆積層か）

４：硬質粘土層（自然堆積層、高輪築堤の基盤層）

②基本層序以外の層序については、色調と土質をおおまかに分類し、

　下記ルールにしたがって分類した。

・色調はアルファベット（小文字）を、土質は数字を割り当て、その

　組み合わせで表現した。

　（色調）a: オリーブ色系 /b: 茶褐色系 /c: 黒褐色系 /d: 灰色系

　（土質）1: 粘土（or 粘性の強い土）/2: 粘性の弱い土 /3: ブロック状に入る土

　　　(ex）a1＝オリーブ色粘質土

・色調のうち、より明度の低いものは「?」を、明度の高いものは「??」を

　付して区別した。　　（ex)b ?１＝暗茶褐色土

③コアサンプル中に遺物を認めた層は、赤字で示した。

④ボーリング地点 No を黒字記載したものは前回報告地点、赤字は今回報告

　地点である。

【資料１-３-２】

【調査所見】

①周辺の基本的な土層堆積状況は、凡例①のとおりと想定する。

　前回報告時、「本来は、1 層の上に「埋立て土」が乗るか？」と

　いう予想は、No18 ～ 20 の成果により概ね間違いないと考える。

②前回は２層中から遺物を確認していたが、今回の地点では確認されなかった。

　（前回に比べ、コア中に遺物が少ない点が指摘できる）

③3 層（自然堆積層）の直上に見られる 1・2 層以外の層については、その由来

　や性格は不明である。

④No18-No19-No9-No20-No21-No10 で、自然堆積層（3・4 層）の検出高に

　差が見られるが、自然地形によるものか、人為的な造作によるものかは不明。

?No.9・10 で確認された木片（杭？）・凝灰岩の連続性（＝遺構構成材である

 か否か）を判断するため、追加ボーリング（6 本）を実施したが、周辺のコア

サンプルから同様の材は確認されなかった。

?連続性はない、と見られる。
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No.1：薩摩台場内 No.2：薩摩台場外

土層注記
1.バラスト層
2.暗褐色土層
3.黄褐色粘土ブロック層
4.暗灰色粘土層（泥土）
5.暗褐色シルト層（貝混じり、砂質強い）
6.海砂
7.砂質シルト層
8.暗褐色粘土層

調査所見

・文献資料からNo.1は薩摩台場内、No.2は薩摩台場外

に位置すると想定。

・No.1は、第3層の様相が到達立坑部試掘調査にて約

TP+2.3～0.6ｍで検出した層と類似し、薩摩台場造成に

伴う埋立土の可能性が高い。

・No.2は、第4～8層まで一部貝片が混入するものの、

比較的均一な砂質シルト、または粘土層であり、薩摩

台場より東側の埋立てに伴う土層と考えられる。

・遺物は検出されなかった。　　　　　　　　　　
　　　　　　

【資料1-3】薩摩台場内外ボーリング調査結果

ボーリングコア柱状図（1/20）



【資料1-4】雑魚場架道橋の橋台壁面写真実測について
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